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2ないし3折丁ごとに植字工が交替するのはツァイナー工房によく見られる分業パター
ンだが，書記法からも，折丁グループIとⅡは別の植字工が担当していたことが判る。こ
の，一工房の殆－ど最終期－の刊本は，」／王⊥sonst壇復書記係の一一崩かグーでし－か表現－しない－が、一一折
丁グループIでは蕗が69，8％（173／248Ⅹ），Ⅱでは逆にグが70，4％（202／287Ⅹ）を占めてい
る。また新高ドイツ語の‘gehen∵stehen，に該当する形として，Iは主にgon／／10nを，Ⅱは
専らgan／／hmを使用する。更に接尾辞‘－igkeit，の実現においても対照的で，Iが28例中
27例でgを挿入している一方で，Ⅱは29例中19例でgを省いている。
4）アウクスブルク市は東シュヴァーベン方言地域の東端，バイエルン方言との干渉地域に位置
する。
5）I＝下点，中点，ヴィルゲルのみを使用；Ⅱ＝コロンと逆セミコロンも使用。rb＝叫5r；ra＝
rのその他の部分；Sh＝S2、；5r；Sa＝Sのその他の部分。
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『イソップ』の最後の2つの折TrとSは，分業のパターンから推すと，折丁グループI
の植字工がすべて担当するのが自然に思える。ところがもう一人の植字工がr彗r51S2、；
S5rを担当していることは，文章記号の使い方と書記法で明らかだ。6介入の動機は必ずし
も明白ではないが，介入の個所は，当時の先進的な方法であった全紙単位の植字が行われ
ていたことを推測させる。折Trは二つ折りにした3枚の全紙の外側に全紙の半分大の紙
（半紙）が付加されていて，それが第1葉（rl）となる。r2，r3，r4が折丁を束ねている糸
の縫目の前，r5，r6，r7がその縫目以降，すなわちr4Vとr5rは最も内部の全紙の内側で隣
り合った頁になる。6葉，すなわち3枚の全紙からなる折Tsでは，S2、7とS5rは第2全紙
の内側で隣同士になっている。ほぼ同時期の刊本『医学の書』でも同様の方法で植字が行
われた痕跡があるが，こうすれば従来は4回必要だった1枚の全紙のプレスが2回で済む
利点がある。7工房は1478年4月のツァイナーの死の直前に破産をしてしまうが，最終期
においては，テクスト選択に関しても植字・印刷方法に関しても，また後に見るように書
記法においても，経済性を優先していた状況が読み取れる。
Ⅲ．15世紀の第3四半世紀におけるアウクスブルクの手書き言葉
アウクスブルクでは活版印刷工房の登場以前も以後もく手書き写本〉が数多く作製され
ていた。また初期の印刷工房も，写本として既に成功をおさめていたテクストを手がける
ことが多かった。アウクスブルクの最初の工房であるツァイナー工房の印刷語の輪郭づけ
のためには，同時期の手書き言葉との比較が欠かせない。
検討対象として，まず印刷本としてもしばしば刊行されたタイトルを選び，ミューリヒ
兄弟，ボルシュタッタ一，ヘッツラーという多作だった書き手に重点を置きながら，1450
年代から1470年代にかけて均等に資料が得られるように，以下の8点の写本を選択した
－ゲオルク・ミューリヒ：『べリアル裁判』（1454年），『アレクサンダー大王の物語』（1455
年，兄弟のヘクトルと共同製作）；ヨハネス・ライダー：『二十四の黄金の竪琴』（1460年）；
ヨハネス・シャイフェリン：『聖人たちの生涯（夏の部）』（1461年）；コンラート・ボル
シュタックー：『グリゼルディス』（1468年），『自然の書』（1474年）；クララ・ヘッツラー：
『聖人たちの生涯（夏の部）』（1470年以前），『シュヴァーベン法鑑』（1472年以前）。これ
らの写本の最初・中ほど・最後の3箇所からそれぞれテクスト全体の約5％の分量を抜粋
し「ツーティナナ刊本の場合一と」司様に，－」三記の10－の言語現象に関－して調査を－した。一望一一一調査の
結果はカール・ボーネンベルガーの『15世紀のシュヴァーベン方言の歴史について』（1892
6）註5参照。r（ecto）は紙業の表側を，V（erso）は裏側を指す。例えばr4Vは，折Trの第4紙業の
裏側，頁で言えば8貫目に当たる。
7）『イソップ』の折Tsのような3枚の全紙から成る折丁を例にとれば，第1全紙は従来1昔，
616Vと1頁ずっ植字・印刷されていた。全紙単位の植字・印刷は生産の効率を高めたはずだ
が，1枚の全紙の片側を一挙に印刷することが可能なプレス機の導入という投資も必要とし
た。
8）同一写本内部での書記法の変化は殆ど見られなかった。
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年）9の記述と照らし合わせながらまとめたが，ここではツァイナーの印刷語との関係で
重要な2点を要約しておく。
1）初期新高ドイツ語複母音化の書記的反映（上記①）に関しては，2つの異なったタイ
プが認められる。ヘクトル・ミューリヒ，シャイフェリン，ボルシュタッターが／i／を複
書記体少ないLgZで表し，／叫／甜ノiu／に対しても複書記体を使用している一方で，ライ
ダーとへッツラーは／i／はβiで表現するものの，／叫／むノiu／に関してはまだ単書記体を
用いている（ゲオルク・ミューリヒは中間的）。この2つのタイプの書法は1450年代から
1470年代まで均衡を保ちながら並存している。
2）その／壬／ノa／，／a／，／iu／と中高ドイツ語の複母音／ei／，／ou／，／du／，／eu／（上記②）の書
記法に関しては，ヴァラエティーに富むボルシュタッターと禁欲的なヘッツラーが対照的。
ボルシュタッターは／打を7種の，／ou／を9種の，そして／iu／は14種もの書記体で表現
している。ヘッツラーは，調査した範囲で28回現れる／eu／を一貫して丘で書き，また／ei／
に対しても　ボルシュタッタ一丁がα切幼一元－ダーと変異する一方で，壷と少－のみ，－しかも
97．6％（1274／1306Ⅹ）dZを使用している。
Ⅳ．ギュンター・ツァイナーの印刷本における個々の言語現象の実現
この章では，上記の10の言語現象を個別に取り上げ，その実現（書記法）が1471年～
1478年の間にどのように変化していったかを，一方では第Ⅲ章で行った手写本の分析結果
と，他方では初期新高ドイツ語期の書記法研究のスタンダードワークであるヴィルギル・
モーザーの『初期新高ドイツ語文法』（1929；1951）の記述と比較しながら検討した。その
結果，8年間という比較的短い活動期間のうちにツァイナーが殆どすべての言語現象にお
いてその実現法に改変を加えて行った様子が明らかになった。10
V．ギュンター・ツァイナーの印刷語の成果
この章ではまとめとしてこれまでの書記法に関する調査・検討をもとに，ギュンクー・
ツァイナー工房の歴史の再構成を試みる。
1．揺藍期（『小祈議書』，『アポロニウス』，『グリゼルディス』）
シュトラースブルクのメンテリンのもとで活版印刷術を学んでいたツァイナーをアウク
ブル久に呼び寄せたのは，一一一司教や偲院長とむっ－た有力な教会関係者だっ上可能性が高い－。
1468年に活動を開始した工房は，その求めに応ずるようにバルブスの『カトリコン（万能
薬）』（ラテン語辞典・文典）やデュランティの『聖務論』（典礼教義書）のようなキリスト
教会と聖職者のためのラテン語文献を刊行していた。最初のドイツ語刊本である『小祈議
書』にも市内の聖ウルリヒ＆アフラ教会との強い関連が窺えるが，書法も／。i／を崩で／。u／
を仇で一貫して表現するなど，当時の市内の手書き言葉の習慣に基本的に従っている。た
9）一定の評価を得ている著作だが，叙述対象が主に上記の①と②に限られており，叙述方法も
厳密さを欠くところがあるので，筆者自身が調査を行った。
10）字数制限の関係で，Ⅳ章の内容はⅤ章の叙述に織り込んで述べる。
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だし，手写本における複母音化の書法の2つのタイプに関しては，全面的に複書記体を導
入すると同時に／壬／をgZで表記して‘minetc．，の書法と同化させる，といった形で両タイプ
の統合をはかっている。一方『アポロニウス』と『グリゼルディス』では，ウルム在住の
著者シュタインへーヴェルとの確執がある。『アポロニウス』の最初の折丁は，／i／や／iu／
に対して単書記体を多く使用し，複母音化の進んでいない西シュヴァーベン方言的な様相
を示しているが，第2折丁からは複書記体が投入されている。『グリゼルディス』でもこの
修正路線は引き継がれたが，おそらくそれを快く思わなかったシュタインへーヴェルは，
2年後にウルムのヨーバン・ツァイナーの工房から，／i／は少で／iu／は元でという自分の
流儀に沿った『グリゼルディス』の刊本を，序言も寄せ，また自らの紋章も措かせた立派
な意匠で出版することになる。
2．最初の一歩（『聖人たちの生涯（夏の部）』，『べリアル裁判』，『黄金遊戯』，『婚姻の書』）
1472年からツァイナーはテクスト選択においても刊本の言語仕様においても主導権を
発揮する。最初に手がけたのは，写本として既に広く流布していた聖人伝説集で，これは一
工房にとって初の木版画入りの浩潮な二折本でもあった。ここでツァイナーは複母音／ei／
を，アウクスブルクの手書き言葉ともシュタインへ－ヴェルの原稿とも，そしてそれまで
の自らの印刷本とも異なって，例外なくβら伊で植字する。アウクスブルクと並ぶ当時の文
化的中心地ニュルンベルクの書法，あるいはシュトラースブルクのメンテリン工房の方法
にヒントを得た可能性もあるが，ツァイナーがどら少を全面的に導入したのは，／ei／に対し
てαも甲を用いている限り／壬／の書記体と合同する可能性がなくなる，という書記体系上の
顧慮からに他ならない。その一方で／ou／を0〟ではなくα〟とする書法は，これを採用すれ
ば／凸／の書法と合流するにもかかわらず，本格的な導入はこの2年後になる。この時間差
はおそらく音素の登場する頻度と関連するだろう。通例，音素／壬／ノei／を含む語は／叫
／ou／を含む語の数倍多く現れる。例えば『黄金遊戯』の冒頭でその4つの音素を含む語は
丘ind，houbtLtlnd，OuCh，fbynd，meifterlich，bey，meiner，ein，beichtiger，ein，bey，genelgt，丘hreiben，
heiligen，meiner；eine，geifuichen，einer；ein，bachlin，teilen，houbttotLilnd，ftheiblachen丘aBheyt，
geitikeit，trakeit，丘itenfbil，neid，eln，darauL3，OuCh，auL3，auL3，meinem，elgen，OuCh，eln，
heidnifther，meifter；dreierley…の順で登場する。／壬／と／ei／がeら伊で実現されているために，
書記体化と仇の不整合が目に付くかもしれないが，もし／ei／がαら少で植字されていたら，
次－の－よう－な一様潤一を呈－して－い桑－こ－とに－な－る二一丘ind声oub血Ild㌻OuChT丘yndTmZtiAedichTbey
meineI；ain，beichtiger，ain，bey，genaigt，丘hreiben，hailigen，meiner；ain∈フgaiftlichen，ainer，ain，
bachlin，tailen，houbttot飽nd，ftheiblachen，fraL3hayt，geitikait，trakait，faitenLbil，neid，ain，darauL3，
ouch，auL3，auB，meinem，aigen，OuCh，ain，haidnifther，maifteちdreierlay…このaiqy書法がもた
らす視覚的に拡散した印象をツァイナーはまず版面から遠ざけたかったのだろう。
3．第二歩，第三歩（『プレナーリウム』）
ツァイナー工房のプログラムで見逃してならないのは，く全体性〉とく聖性〉への志向で
ある。それはライネリウス・デ・ピシスの『普遍神学』，ピサのバルトロマエウスの『良心
問題大全』といった一連の盛期スコラ学の著作の刊行にも窺えるが，聖人暦に基づいて一
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年間を巡る『聖人たちの生涯』，日毎読むべき福音書や書簡の章句を一年間にわたって配列
した『プレナーリウム』，それに続く『聖書』（聖なる書の集成）の刊行といったドイツ語
本の出版プログラムを支える志向でもある。『プレナーリウム』の冒頭には，祝福を与える
イエスの姿を描いた一貫大の木版画が聖画像のように置かれており，本文のテクストは祈
りの言葉で始まる。この342葉の大部の書物を開くことは，神の家（教会）の扉を開くこ
とに他ならない。
この刊本において初めて本格的に，一娩壷に替わる一歩dg（上記⑦）とひ花がに替わるび乃犯が（上
記（9）が登場するが，共に一種の建築的な感覚に基づく美的配慮から投入されたものだろ
う。ツァイナー工房の1470年以降の殆どすべての刊本に使われている力強い「第2活字」
は，水平方向への流れを感じさせる「第1活字」と異なり，垂直線を強調する。字体の基
準線を越えて下に突き出た部分（Unterlange）を持つ活字は基本的に‘g∵j，，’p∵q，，’y，の5
種で，‘p，と‘q，が主にラテン語本で使用されることを考えると，‘g，はUnterlangeを持っ数
少ない活字の二つである。すなわち，上に突き出た部分（Oberlange）を持つ‘kつの前への
官の挿入は，活字の組み合わせによって語形に垂直的なバランスを作り出すという美的な
機能も果たしていると言えるだろう。その一方で，‘nコを重ねられたび肌がは水平方向への拡
がりを増す。この頻出単語の一つが‘n，の重畳によって重みを増すことにより，版画全体
に一種の安定感が生じるのは，誠のような省略形を多く用いた場合の印象と比べれば明ら
かだ。‘nnつの後に続く活字も，殆ど例外なく，視覚的に弱い‘t，ではなく下部の円形のエレ
メントが量感をもたらす廿である。
4．モニュメント（『ドイツ語聖書（1475／76年頃）』）
ツァイナー工房の印刷本の判型は殆どすべて二折（フォリオ）であるが，数点の書籍は
通常のフォリオ（組版面が200×120mm前後）より一回り大きい大フォリオ（280×170mm
前後）で刊行されている。1476年の書籍広告でも，真っ先に『普遍神学』（993葉），次に
トマス・アクィナスの『黄金連鎖式教父聖書解釈集』（529菓）というように，まず大フォ
リオの刊本が，しかも菓数の多い順に並べられているところからも，印刷本の大きさ・厚
さの持つ意味をツァイナーは充分に意識していたと思われる。そして『ドイツ語聖書
（1475／76年頃）』は，大フォリオを上回る「最大フォリオ」（351×218mm）で仕上げられ
た。この視覚的に圧倒的な印象を与える印刷本では，‘－igkeitつがgを省略せずに現れる頻度
も，＿彿放赴使われる回＿数も＿＿プ＿kと二二月＿ウム』」を＿2＿竺且鑑上回ユて⊥）＿る＿。＿＿ま＿た，＿＿＿語車上語
末で書記体丘の前にCを挿入するやり方（上記⑧，元のOberlangeの前に空間を確保して見
やすくする）も初めて本格的に導入された。
この聖書の奥付にある，従来の印刷聖書とは異なる「gemeinなドイツ語に則って」いる
という記述のgemeinの意味に関しては，研究者のあいだで見解が定まっていない。ツァイ
ナーの数少ないメタレベルでの発言だが，「共通の」とする解釈と「普通の」とする解釈が
19世紀末から現代に至るまで並行している。ここでは，ツァイナーが主な比較対象として
いるメンテリン聖書（1466年）を詳しく検討することにより，1）メンテリンが‘esse，とDativ
のようなラテン語特有の構文（離別紺か仏事旋）を逐語訳している個所（偽の花泌αZ乃ig∫間∫）
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を自然なドイツ語の構文（新通㌧お力風物ん五m封肌）に直していること，また分詞構文や不定
詞構文を用いたラテン語の簡潔な表現を関係文を用いて判りやすく訳していること，2）メ
ンテリン聖書は表現面の未熟さと対照的に，複母音化（上記①），開口化（上記②），‘gehenつ
／Cstehen，における／e／タイプ（上記④）といった共通ドイツ語の指標に関しては，ツァイ
ナー聖書に勝るとも劣らないレベルに達していること，の2点が明らかになった。11従っ
て少なくともツァイナー聖書におけるgemeinは「理解し易い，普通の」という意味でしか
ありえないが，この同じ文言が1510年代まで様々な工房の印刷聖書の奥付で繰り返し用い
られるうちに，言語事実に即していた印刷者の衿持の表現が，事実からの禾離を辞さない
宣伝文句となり，gemeinの意味が「普通」から「共通」へ変容していった可能性が高い。
目の前の印刷本のドイツ語が普通かどうかは通常判断できるが，それが共通語的かどうか
は簡単に判断できないところに，その変容の契機がある。
5．最後の研磨（『シュヴァーベン法鑑』，『ドイツ語聖書（1477年）』，『チェス盤の書』）
代表作とも言うべき書物を刊行し終えた工房は，その間にやや不充分になっていた書記
法の整備に向かう。上記の3点の刊本において，工房の書記法は次に図示するような完成
段階に到達する。12
??．?
急プア〝＼こ
／6u／
／eu／
‘euwつ
ここでは，eiと伊を除き，どの書記体も2つ以上の音素ないし下位音素（‘dw∵ouw∵iuw7，
°euwう　に対応している。へッツラーの写本に見られたような，1つの音素に対する1つの
書記体の収敵的な使用をく音素内コントロール〉とすれば，これはそれを更に進めたく音
素間コントロール〉と言える。書記体が示しうる多様な出現形態に出来る限り一貫性・統
一性を与えることがツァイナ一にとっての重要関心事であったと考えられるが，それは活
版印融と⊥王1＿技術に＿直接屈せち＿れ且も＿のヱは＿な上江［言語変化は外的条件そのものから＿は生
じない」エウジェニオ・コセリウ）。「同一物が多数存在する」という印刷術がもたらした
新しい知覚経験が，拡散を目立たせ収敵を促したという背景はあるが，ツァイナーはその
書記体の縮約性・書法の体系化により，テクストをクリアーに提示すること，それによっ
てテクスト内容の信憑性を高めることを目差していたと思われる。
11）1）に関しては主にディードリヒ・ミュラー（1911年）の研究に依拠した。
12）‘凸W∵ouw，，’iuw∵euw，は中高ドイツ語において音素／a／，／ou／，／iu／，／eu／に‘W，が続く場合を
指す。
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6．「その印刷業者は落ちぶれて死んだ」（『聖墳墓への道』，『罪人の鑑』，『イソップ』，『医
学の書』）13
最終期のツァイナー工房は，それまでとは異なった様相を見せる。『聖墳墓への道』，『罪
人の鑑』のような小型の四折判（組版面が14．0×85mm前後）や多数の木版画（167葉に
208点）を搭載した『イソップ』の刊行を手がけ，また『イソップ』と『医学の書』では
印刷の効率を高める全紙単位の植字も導入する。この経済性優先傾向は書記法にも現れ，
『医学の書』ではこれまで一貫して∂で表記してきた音素／b／を，主要な販売地域であるバ
イエルン方言地域の流儀に合わせるように突如ク表記に切り替える。しかしこういった
様々な手立ても及ぼす，1478年4月のツァイナーの死の直前にその工房は破産する。
最後に，論文全体の内容（問題設定と方法論，分析結果とその解釈）を要約し，本研究
が他の印刷工房あるいは印刷都市研究のモデルになりうることを述べて，本文の最後の章
である第Ⅴ章は終わる。この後にⅥ．付録，Ⅶ．目録（略語・文献），Ⅶ．索引が続く。＿
（アウクスブルク大学文献学・歴史学部，2004／2005年度博士学位論文。原題AkihikoF句ii：
GtlntherZainersdruckersprachlicheLeistung－UntersuchungenzurAugsburgerDruckersprache
im15．Jahrhundert）
13）表題は当時のアウクスブルクの僧院長の年代記に記された詩の1節（刀βγl放物Ⅶ血γ脚血γ古び壷
∫ねγ占）。
